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研 究 の背 景
一般 に活 性 酸 素 とい われ るもの に は
、酸 素 分子0、の1電 子還 元 種 で あるス ーパ ー オ キシ ド
(02う 、2電 子還 元種 で ある過 酸 化水 素(H,0・)、 電 子励起 状 態 の酸素分 子 で あ る1重 項
酸素 、そ して ヒ ドロキ シル ラ ジカル(・OH)な どが あ る。 これ らの ラジカル種 は反 応性 に
富み 、生 体 内 におい て ガ ンや 動脈 硬化 な どの成 人 病 の発 生 、老 化 の原 因 な どへ の関与 が注
目され て い る。 これ は、 活性 酸 素 に よるDNA鎖 の切断 や 、脂 質 の過 酸化 に よ り起 こる と さ
れ てい る。 生体 に は、活性 酸 素 に対す る抗 酸化 防御 機構 があ り、SODや グル タチ オ ンペ ル
オ キ シダー ゼ を代表 とす る抗 酸化 酵 素 な どが傷 害 を防 い でい る。 しか し、 この よ うな体 内
の機 構 だ けで は十分 な抗 酸化性 を期待 す る ことはで きな いので 、低 分子 の抗酸 化物 質(ビ
タ ミンE、 ビタ ミンC)な どの摂 取 に よ り抗 酸化性 を補 わな けれ ばな らない。 本研 究 で は
活性 酸素 の中 で も反応 速 度 が非 常 に速 い ヒ ドロキシル ラジカル を対象 と した。 そ の測定 法
には、 ス ピン トラ ップ剤 を用 い てESRに よ り測定 す る方法 、活性 酸 素 と反 応 して発 光 を も
た らす有機 化 合 物 を用 い る化 学発 光 に よ る方 法 な どがあ る。 本研 究で は、結果 が解 釈 しや
す く感度 も高いESRに よ る測 定法 を用 いた。
目的
物質 の抗 酸 化能 や抗 酸化 反応 を理 解 し、効果 的 な抗酸 化物 質 を探 索す るのが 目標 で ある。
す なわ ち、抗 酸 化能 の化 学反応 と して の特徴 、活性 酸 素種 の違 い に よる抗 酸化 性 の異 同 、
抗酸 化性 と特有 の構造 の 関係 な どを調 べ るのが 目的 で ある。
成果
1.物 質 の抗 酸化 能 の分子 論的 定義 を与 えた。
2.抗 酸 化 能 が高 い と され てい る物 質(ア ル コル ビン酸 ・メチ オ ニ ンな ど)の 抗 酸化反 応
の特 徴 を理解 す るた め に濃 度依 存性 、pH依 存 性 を測 定 し、反応 速度論 的解析 を行 っ た。
3.生 体 に とって よい効 果 を もた らす とされ て い る一 酸化窒 素 分子(NO)の 反応 や測 定
法 な どの文 献調査 を行 った。
今後 の課 題
1.ヒ ドロキ シル ラジカル 以外 の活性 酸 素(ス ー パー オ キ シ ド、1重 項 酸素)に 対す る物
質 の抗 酸化性 の異 同 を上 記 と同様 に、化学 反応 を調 べ る手 法(例 えば反応 次数 な ど)
..
}こよ りTTう 。
2.抗 酸化 反応 と物 質 の構 造 との関係 を調 べ る。 た とえ ば、 アル コール とアル デ ヒ ドでは
どの よ うな反応 の違 いが あるか 、 また、 アル コール での炭 素数 の違 い に よ りどの よ う
な反 応 の違 いが あ るか な どを調 べ る。
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